	２４年度 第３回常務理事会議事録


１)日  時  平成２４年　６月１３日(水)１８：３０～２１：３０
２)場  所  宮城県放射線技師会館

３)出席者  阿部（養）、山田、前谷津、村井、立花、
長谷川、大友、引地、沼田、安彦、大山
佐々木正臣教育委員
欠席者　　なし
４)開会の辞　　山田副会長
５)会長挨拶 

６)議事録作成　山田副会長
７)議事録署名人　立花、村井
①議　事

1． 前回議事録の確認

2． 今後の行事
６月　１日（金）　日本放射線技師会
創立６５周年祝賀会
６月　２日（土）　日本放射線技師会総会　
６月　９日（土）　フレッシュマンズセミナー
６月１３日（水）　第３回常務理事会
６月１６日（土）　ＯＢ部による会館清掃
６月２０日（水）　第３支部委員会
６月２２日（金）　第４支部総会
６月２３日（土）　東北地域教育委員会会長会議
６月２７日（水）　第２回理事会
６月３０日（土）　宮城消化管撮影技術研究会

　東北循環器撮影技術研究会
７月１４日（土）　技術講習会
７月１８日（水）　第４回スキルアップカンファレランス
②議　題

協議事項
１．新法人移行の進捗状況について
　５月の決算総会後に公益申請資料を修正して県に提出する運びとなっていた。公益申請資料と会計資料との整合性を取るため、申請書類を全部書き直した。森内税理士に６月７日に校正を依頼しているがまだ返事が来ていない。
２．基礎講習会の開催について
　　２３年度第８回常務理事会において、２４年度日本放
射線技師会基礎セミナーの開催について消化管検査・
ＣＴ検査・ＭＲＩ検査・一般撮影技術の中から一般撮影技
術を選択することを決議した。しかし、情報が錯綜してる

ため、２３年１２月１７日（土）の日本放射線技師会臨時
総会で確認してから再検討することとしていた。その後、
１月の東北会長会議で一般撮影技術を行う話をしたが
その後何の連絡もなかった経緯がある。
　先日、東北教育委員会から基礎セミナーの開催時期
の問い合わせが来ている。宮城県で開催しなければな
らい。どの時期に開催したらよいか議論して頂きたい。
· 医療画像情報精度管理士講習会が９月２３日、県技師会学術大会が１２月１日、　「静脈注射（穿刺行為は除外）に関する講習会」が年度内に１回開催する予定になっている。２月か３月には放射線機器・放
射線管理士学会がある。１月が妥当ではないか。
-　　６月２３日に東北地域教育委員会長会議があるの
で、東北地区レベルで話し合ってはどうか。
３．平成２４年文化の日
表彰候補者（保健衛生功労者）について
　　県より、平成２４年文化の日表彰者の推薦依頼がき
ている。県技師会推薦基準は２０年以上の理事経験者、
５５歳以上の会員である。２０年以上の理事経験者の該
当者がいなく、平成１４年以降１０年間推薦していなかっ
た。推薦基準を理事経験１５年以上に変更すると、該当
者として成沢順氏があげられる。
成沢順氏を常務理事会で推薦し、理事会で承認をし
ていただくこととする。
４．メーリングリスト等について
５月２９日よりホームページが正式運用開始した後に、常務理事会（監事を含む）、理事会（監事を含む）、各部、各委員会、各支部のメーリングリストを開設する予定であったが、１０個までに限定されていた。
　どのように配分すれば良いか審議してほしい。
-　　容量を増やすことはできるのか、できれば２０個あればよいと思うが。
追加料金にて増やすことができるか確認してみる。
-　　金額によっては増やしてもよい。次回理事会まで確
認する。
５．会報ＭＡＲＴ７８号の発刊について
７月号（ＭＡＲＴ７８号）の発刊に向けて企画会議を開
催した。発刊計画として、第３５回県民公開講演の掲載と４題の連載を新しく企画した。連載企画は、
1 放射線検査案内　②　放射線被ばくＱ＆Ａ　
③　施設紹介　　　④　新機種紹介
他に、新入会員紹介,あゆみ、定款・規程を掲載する。広告は５社予定している。
-　　公益性を見越して発送先はどこまで行うか。
市町村と図書館を考えている。
-　　病院・保健所に発送してはどうか。
発送枚数・送料に限界があり、理事会で検討する。
-　　新入会員紹介に顔写真は良くないと思うが。
数年前から顔写真を出さなくなった経緯がある。個人情報の観点から出さないこことする。
６．その他
①　施設アンケートについて
　放射線機器管理士班の委員長に打診をした。機器管理士班でも数年前から計画を立てていたので協力するとの返事があった。業務調査担当理事と協力して行っていく。但し、７月まで多忙のため着手は８月以降となる。
②　「静脈注射（穿刺行為は除外）に
関する講習会」について
　　診療放射線技師の業務拡大について、ＣＴ・ＭＲＩ検査等における造影剤投与後の静脈路の抜針および止血をおこなうことが取り上げられ、大友学術部部長が運営担当者として講習会を受講してきた。
　診療放射線技師は全国に約５万人いるが、５年間内に約３割の技師が受講できるようにしたいとのことである。
　今年度は、東北地区での講習会は、２回開催するように依頼された。どこの県で開催するか、開催時期を検討してほしい。６月２９日まで返事をしなければならい。
· 東北地区の中で検討しなければならないと考える。
６月２３日に開催する東北地域教育委員会長会
議で検討してほしい。
-　　宮城県で開催することになるが時期はいつごろが良いか。
　　　第一希望としては１１月半ばを設定してはどうか。
会場は日曜日が取りやすい。
③　ピンクリボンフェステバル参加について
ピンクリボン運動に参加者が少ない。各支部に人数を割り当てた方法で対応したいと考える。
次回理事会に提案したい。
· 各支部長に理事会開催前に打診しておくことする。
　各部・委員会報告事項
１．総務部
①　フレッシュマンズセミナーを開催
　６月９日（土）, 情報・産業プラザ　情報化研修室（５Ｆ）に於いて午前１０時から午後５時まで開催した。
　参加人数３１名、内容は以下の通りである。
１）技師会紹介　　　　　　　阿部　会長
２）医療被曝関係　　　　　小原　崇泰　法人部
３）感染対策　　　　　　　　池田　しのぶ　先生
４）気管支解剖　　　　　　佐々木　正臣　
５）接遇関係　　　　　　　　長久保　美奈　先生
６）ＫＹＴトレーニング　　　佐賀　利英　先生
受講者へは修了証・ＵＳＢ（日本放射線技師会から）、宮城県放射線技師会パンフレット・会報７７号を配布した。セミナー終了後にアンケート調査を行った。結果として、セミナーの時間が長いとの回答が３割あったが、日本放射線技師会と共催である為、短くはできない。内容については９割の方が参考になったという回答であった。新たに取り上げてほしい内容として撮影技術やプロトコールの情報交換、線量測定の実習があった。県技師会に対する意見・要望としては会費を安くしてほしいとの要望があった。
セミナー会計報告として、会場・設備費、講師謝礼、雑費等で１２０，６８５円（前年８１，３６５円）支出した。日本放射線技師会から支援金６２，８００円が後日入金される。
２．法人部
①　５月１１日、青葉画像研究会で話題提供
　　テーマは「県南地区での被ばく相談活動を通じて」
　県南地区での被ばく相談の実施内容と今後の課題にについて報告を行った。　演者：村井法人部長
②　平成２４年度県民公開講演会
　参加者４７名
③　角田市と丸森町のアンケート調査について　
　　県南地区での被ばく相談会は、今後の原子力防災や住民相談を検討するうえでの貴重な資料となる。角田市と丸森町にアンケートの研究利用の旨を依頼した。角田市からは使用の了解を得たが丸森町からは検討中との連絡があった。
④　日本診療放射線技師会災害対策協議会に参加
　　６月２日、岩手県、宮城県会長の推薦を受けて東北地区の委員として災害対策協議会に村井法人部長が出席した。
日本放射線技師会に設置された災害対策委員会の傘下に災害対策協議会が設けられている。今後、災害対策協議会をなくし、協議会の委員全員が災害対策委員として２年間にかけて福島原発事故への対応に力を入れていくことになった。
３．学術部
①　スキルアップカンファレンスのについて
第４回のスキルアップカンファレンスを７月１８日(水)に開催する。会場は工事のため地域医療研修センター４Ｆに変更した。（第３回と同じ会場）
　５月１６日(水)開催の第３回のスキルアップカンファレンス参加者は６２名（会員３７名、非会員２１名、不明４名）
②　2４年度技術講習会について
日時：平成２４年７月１４日（土）　１３時～　　　
会場：広南病院東北療護センター
内容：ＳＰＥＣＴの画像再構成について　
１３：００～１４：００　ＦＢＰを中心に画像再構成の原理
１４：１０～１７：００　プロミネンスプロセッサーによる実習
　　定員人数の２０名の申し込みがあった。
③　医療画像情報精度管理士講習会について
平成２４年９月２３日（日）、会場は仙台医療センター　メディカルトレーニングセンターで開催する。
４．広報部
①　新ホームページのＤＮＳ管理について
５月２９日、ＤＮＳの管理をＯＣＮから、「お名前.com」に変更手続きを完了した。新サーバでの正式な運用が開始された。
2 現在管理（登録）しているメールアドレス数について
メールのネットワーク網を構築・整理するため現在のメールアドレス登録数を調査した。
　第１支部：会員１０２名中、１９名
　第２支部：会員１１４名中、１２名
　第３支部：会員１６６名中、３７名
　第４支部：会員１１９名中、４７名
出来るだけ各支部長の協力を頂いて増やしていきたい。また、現在運用中のメーリングリストは宮城放射線管理士会１件のみで、メールアドレスは７件で、今後も継続して使用できる。
５．財務月例会計報告（５月分）
①　郵便局普通口座より４５０，０００円手元現金化した　　　　

②　県民公開講演会講師料５０，０００円
3 ＯＢ部調査郵送費１６，８００円　　　　　　　　　　　　　　　　

4 県・市法人税７２，０００円
5 フレッシュマンズセミナー講師料
１０，０００円×２名、２０，０００円×３名
⑥　総会資料印刷代金（郵送費含む）１７９，８９１円
６．事務局報告

①　会員異動
１．　新入会　　　
　高橋　志帆　　宮城県対がん協会　
　　　　　　　東北大学医療短大学部Ｈ１８年卒
　鈴木　陽　　　仙台赤十字病院　　　　　　　　　
金沢大学医学部Ｈ１７年卒
　中村　浩　　　健育会石巻港湾病院　　　　　　　
中央医療技術専門学校Ｈ２２年卒
２．　再入会　　　なし
３．　県内異動　　
　大内　直樹　　仙台市立病院　　　　　　　　　　→　自宅
　渋谷　昌子　　杜の都産業保健会　　　　　　　→　自宅
　高橋　尚良　　国立病院機構福島病院　　　　
→　あおば脳神経外科
４．　転　出　
　赤間　勇　　　国立病院機構仙台病院　　　
　→　国立病院機構青森病院
５．　転　入　
　東　英世　　　国立病院機構弘前病院　　　　
→　国立病院機構仙台病院
６．　退　会　
　小野寺　理紗　　ＮＴＴ東日本東北病院
　加藤　　文男　　国立病院機構宮城病院
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　会員数　　５３７名
②　賛助会員
　　住所変更　
　　コセキ株式会社　　　
青葉区堤雨宮町２番２９号第２コセキビル
退会
　　日本メドラッド株式会社
７．閉会の辞　前谷津副会長
以上、２１時３０分閉会となる。
２０１２年　６月１３日
議　　　　　長
会　　　　長　　　阿　　　部　　　　養　　　悦　　㊞
議事録署名人　
常務理事    村井　均　㊞
常務理事  　　立花　茂　㊞
